2005/01/28
第20回フリーセミナー報告

＜開催日時＞　2005年（平成17年）1月27日（木曜日）午後3時～5時

＜テ ー マ＞　「経審」の見方と経営状況分析の具体的方法について。

＜開催場所＞　大阪建築会館　3階　会議室

＜参 加 者＞　３７名
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＜resume＞

1.最近の大規模改修工事公募参加条件の傾向。

2.「ＩＳＯ 9000シリーズ・14000シリーズ」とは何か。

3.「経営規模等評価結果通知書」「総合評定値通知書」（いわゆる経審）とは何か。

4.企業の「健全度（危険度）」を「経審」の７つの経営指標を使って審査してみよう。

5.ランキングの活用方法について説明しましょう。

6.「Y評点」も活用しましょう。

7.「1人当たり売上げ高」も活用しよう。

余禄：大規模改修工事に関する「保証」「補償」

セミナー内容・感想

大規模改修工事の一般公募条件で最近「財務諸表」「経営事項審査結果通知書」の写し提出やISO9000S・14000Sの認証取得が目に付く。これらは選別に有効か、これらが有効に分析され評価に活用されているのか気になるところです。

「経審」は財務諸表その他のデーターから「経営状態の健全度」を判断できるようにしたものでインターネットで公表され、誰でも閲覧できます。

「経審」に記載されている「収益率」「流動性」「安全性」「健全性」などを示すそれぞれの指標について説明があり、これらの数値をグラフやレーダーチャートに表示して企業分析する手法を勉強しました。

コンサルタントはもとより管理組合の役員や見積参加企業も「経審」を理解しておかないと仕事にならない大事な事項であることがよく分かりました。

しかし、「経審」の内容や分析には相当は能力が必要で2時間のセミナーではとてもマスターすることは不可能ですが、概要はなんとかつかみ取れたでしょうか。

他では見れない資料をスクリーンに映して丁寧な説明で大好評でした。

参加者数は過去のフリーセミナーの新記録（37名）で、「経審」第3弾を検討します。

